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県立ぐんま天文台
̶標高885mに建つPC技術を利用した天文台̶

　

ぐ
ん
ま
天
文
台
は
、
後
世
に
残
る
有
形

の
文
化
資
産
と
し
て
、
群
馬
県
高
山
村
の

子
持
山
に
建
設
さ
れ
た
県
立
の
天
文
台
で

す
。群
馬
県
の
人
口
が
2
0
0
万
人
に
達

し
た
こ
と
と
、
群
馬
県
出
身
の
日
本
初
女

性
宇
宙
飛
行
士
で
あ
る
向
井
千
秋
さ
ん
が

宇
宙
に
飛
び
立
っ
た
こ
と
な
ど
を
記
念
し

て
、1
9
9
9
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
文
台
は
標
高
8
8
5
m
に
位
置
し
、

関
越
自
動
車
道
の
渋
川
伊
香
保
イ
ン
タ
ー

を
降
り
て
、
車
で
約
25
分
間
山
道
を
登
っ

て
い
く
と
天
文
台
の
駐
車
場
に
到
着
、
駐

車
場
か
ら
は
距
離
6
0
0
m
、
標
高
差
60

m
の
遊
歩
道
を
10
分
程
歩
く
と
天
文
台
が

見
え
て
き
ま
す
。周
辺
の
山
は
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

遊
歩
道
に
は
念
の
た
め
鐘
や
熊
鈴
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
所
が
選

ば
れ
た
の
は
晴
天
率
が
高
い
と
い
う
理
由

か
ら
だ
そ
う
で
す
。駐
車
場
が
天
文
台
か

ら
離
れ
て
い
る
の
も
、
車
の
ラ
イ
ト
に
よ

る
天
体
観
測
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た

め
と
の
こ
と
で
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
受
付
や
展
示
室
な
ど
が

あ
る
本
館
棟
、
1
5
0
㎝
望
遠
鏡
が
格
納

さ
れ
て
い
る
11
m
ド
ー
ム
棟
、
65
㎝
望
遠

鏡
が
格
納
さ
れ
て
い
る
7
m
ド
ー
ム
棟
、

観
望
棟
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
す
。P
C
が

採
用
さ
れ
て
い
る
本
館
棟
は
、
平
面
的
に

扇
型
を
し
た
約
15
m
×
60
m
の
地
上
3
階

建
て
の
建
物
で
す
。1
階
の
部
分
と
南
側

の
壁
は
現
場
打
ち
R
C
造
で
で
き
て
お
り
、

▲ 本館棟内観（PCaPC造の壁と屋根 内観）

▲ ストーンサークル ▲ 本館棟外観（北側）

プ
レ
キ
ャ
ス
ト
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト（
以
下
P
C
a
P
C
）造
の
北
側
壁

と
屋
根
が
覆
い
被
さ
る
よ
う
に
設
置
さ
れ
、

大
空
間
の
吹
き
抜
け
が
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。内
部
空
間
の
ス
パ
ン
が
13
m
で
あ
る
こ

と
や
、壁
面
は
平
面
・
立
面
と
も
に
曲
率
を

持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、現
場
打
ち
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
は
施
工
が
難
し
い
た
め
、品

質
が
高
く
ロ
ン
グ
ス
パ
ン
に
適
し
た

P
C
a
P
C
造
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。屋
根

部
材
、
壁
部
材
は
側
面
の
形
状
は
異
な
り

ま
す
が
、
幅
約
2
m
、
ス
ラ
ブ
お
よ
び
壁
と

リ
ブ
が
一
体
と
な
っ
た
S
T
形
の
断
面
が

採
用
さ
れ
、
リ
ブ
部
分
に
は
ポ
ス
ト
テ
ン

シ
ョ
ン
方
式
に
よ
り
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導

入
し
て
、施
工
時
や
長
期
の
ひ
び
割
れ
を
制

御
し
て
い
ま
す
。P
C
a
P
C
造
の
屋
根
と

壁
、お
よ
び
R
C
躯
体
と
の
接
合
は
全
て
ピ

ン
接
合
で
、
基
本
的
に
3
ヒ
ン
ジ
構
造
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

天
文
台
は
一
般
に
開
放
し
て
お
り
、
昼

間
の
施
設
見
学
と
夜
間
の
天
体
観
望
が
可

能
で
す
。昼
間
の
施
設
見
学
で
は
、天
体
写

真
や
観
測
装
置
の
し
く
み
な
ど
の
展
示
や
、

1
5
0
㎝
、65
㎝
望
遠
鏡
、太
陽
望
遠
鏡
に

よ
る
黒
点
や
太
陽
ス
ペ
ク
ト
ル
が
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、屋
外
に
は
18
世
紀

の
イ
ン
ド
の
天
体
観
測
施
設
ジ
ャ
ン
タ

ル
・
マ
ン
タ
ル
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
古
代
遺

跡
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
を
群
馬
の
土
地
に
合

わ
せ
て
再
現
し
た
ス
ト
ー
ン
サ
ー
ク
ル
が

あ
り
、
実
際
に
太
陽
・
月
・
星
の
動
き
も

観
察
で
き
ま
す
。ち
な
み
に
、
ス
ト
ー
ン

サ
ー
ク
ル
は
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
部
材
で
構
築

さ
れ
て
い
ま
す
。夜
間
の
天
体
観
望
は
実

際
に
望
遠
鏡
を
使
っ
て
星
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
と
て
も
人
気
の
よ
う
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
開
館
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や

時
間
な
ど
も
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
P
C

技
術
を
利
用
し
た
施
設
、
す
て
き
な
風
景
、

星
空
な
ど
を
ご
覧
に
一
度
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

 （
㈱
建
研 

染
谷 

俊
章
）
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▲ 本館棟と 11mドーム棟

▲ 断面図
※着色部は PC部材
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所 在 地 群馬県吾妻郡高山村
用 途 天文台
規 模 建築面積：1,743.38 ㎡、延床面積：3,346.15 ㎡

本館棟：地上３階
11mドーム棟：地下１階・地上３階
７mドーム棟 ：地下１階・地上３階
観望棟 ：地下１階・地上１階

構 造 鉄筋コンクリート造　 
一部プレキャストプレストレストコンクリート造

建 築 主 群馬県教育委員会
設計監理 意匠： ㈱磯崎新アトリエ

構造： ㈱川口衞構造設計事務所
施 工 池原・津久井 JV（本館棟）
PC 施 工 ㈱建研（本館棟）

■
作
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